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●エゾユキウサギの痕跡

達古武地域における森林再生　ベースマップの作成と保全・再生優先度の検討　 (10/10)

　　６．エゾシカの痕跡調査と分布密度　－その他の調査から－

●達古武地域における2月のエゾシカの密度分布

●1月及び2月に冬季の哺乳類の分布の調査を行なった。食跡・足跡・糞などの痕跡の量を森林
調査の地点別に記録した。
●動物の分布の基礎資料であると共に、野生動物による植栽した樹木への影響を予測するデー
タとなる。

●地点33　樹皮食いされているハルニレ

●地点４４　被食されているミヤコザサ

●エゾシカの痕跡

●地点52　被食された植栽木

■結果
●エゾシカの痕跡・群れは、達古武沼から
北部にかけてで多く見られた。
●樹木の被食は全体的に多くなく、ミヤコ
ザサの方が食べられている。
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●哺乳類調査の項目と結果の例
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